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いのしし が た 　 ど 　 せ い ひ ん と　こ し な い　　　 い せ き 　し ゅ つ ど

国指定重要文化財（平成23年6月27日指定）
全長18㎝　高さ9.7㎝　厚さ4.8㎝

左上：修理前　左中：解体状況　左下：復元途中　右：修理後

猪 形 土 製 品 十腰内２遺跡出土　１点
猪
形
土
製
品

　本
ほ ん ど

土製
せいひん

品は、昭
しょうわ

和35年
ねん

（1960）に弘
ひろさきし

前市十
と

腰
こしない

内⑵遺
いせ き

跡（当
とう じ

時は猿
さるさわ

沢遺
いせ き

跡と呼
こしょう

称。旧
きゅう

カメコ
山
やま

と新
しん

カメコ山
やま

に区
くぶ ん

分され、そのうちの新
しん

カメ
コ山

やま

を指
さ

す。遺
いせ き

跡番
ばんごう

号：202011）の発
はっくつ

掘調
ちょうさ

査で
第
だい

５トレンチＣ区
く

の表
ひょうどした

土下約
やく

50㎝の深
ふか

さ（第
だい

Ⅱ
層
そう

ａ黒
こっかっしょく

褐色土
ど

層
そう

）から出
しゅつど

土したものです。
　この発

はっくつ

掘調
ちょうさ

査は、食
しょくりょう

糧 増
ぞうさん

産を目
もくてき

的とした
国
こく

営
えい

による岩
いわ き

木山
さんろく

麓の開
かいはつ

発に伴
ともな

う埋
まいぞう

蔵文
ぶんかざい

化財
緊
きんきゅうちょうさ

急調査の一
いっかん

環で行
おこな

われたもので、成
せいじょう

城大
だいがく

学
の今

いまい

井富
ふ じ お

士雄氏
し

や磯
いそざき

崎正
まさひこ

彦氏
し

らが担
たんとう

当しました。
　調
ちょうさ

査の結
けっか

果、縄
じょうもん

文時
じだい

代後
こうき

期の竪
たてあな

穴住
じゅうきょ

居跡
あと

や
配
はいせき

石遺
いこう

構のほか、北
きたとうほく

東北の縄
じょうもん

文時
じだい

代後
こうき

期の標
ひょう

式
しき

となった土
ど き

器、石
せっき

器や土
ど

製
せいひん

品などが出
しゅつど

土しました。
　この土

ど

製
せいひん

品のなかで特
とく

に注
ちゅうもく

目されたものが、
この猪

いのししがたど

形土製
せいひん

品です。
　その特

とくちょう

徴は、両
りょうめ

目がはっきりして、両
りょうみみ

耳が左
さ

右
ゆう

に張
は

り出
だ

し、鬣
たてがみ

は逆
さか だ

立ち、あたかも獲
えも の

物に
睨
にら

みをきかせるような表
ひょうじょう

情で、脚
あしさき

先は蹄
ひづめ

を表
あらわ

した切
き

れ込
こ

みがあり、尻
しり

には肛
こうもん

門を表
ひょうげん

現した穴
あな

もあり、 猪
いのしし

の姿
すがたかたち

形を写
しゃじつてき

実的に造
ぞうけい

形していま
す。また、文

もんよう

様は胴
どうぶ

部に沈
ちんせん

線による幾
き か が く

何学文
もん

が

描
えが

かれ、その内
ない ぶ

部には羽
うじょう

状縄
じょうもん

文が充
じゅうてん

填されて
います。
　主
おも

に縄
じょうもんじだい

文時代後
こうき

期から晩
ばんき

期に北
ほっかいどう

海道から関
かんとう

東
地
ち ほ う

方で出
しゅつど

土する猪
いのししがたど

形土製
せいひん

品の中
なか

にあって、大
おお

型
がた

で、かつ猪
いのしし

の姿
すがた

を具
ぐしょうてき

象的に表
ひょうげん

現した優
ゆうひん

品で、
美
びじゅつ

術的
てき

にも貴
きちょう

重です。また、縄
じょうもん

文時
じ だ い

代の精
せいしん

神
文
ぶん か

化の一
いったん

端をよく示
しめ

す土
どせいひん

製品として比
ひるい

類のない
資
しりょう

料であり、学
がくじゅつてき

術的価
か ち

値が極
きわ

めて高
たか

いと評
ひょうか

価
されています。
　さて、縄

じょうもんじん

文人は何
なん

のためにこの猪
いのしし

を作
つく

った
のでしょうか。定

さだ

かではありませんが、狩
しゅりょう

猟の
際
さい

の儀
ぎし き

式に使
つか

われたと考
かんが

えられています。
　平

へいせい

成21年
ねん

（2009）にイギリスの大
だいえい

英博
はくぶつかん

物館で
展
てんじ

示、同
どう

23年
ねん

には重
じゅうようぶんかざい

要文化財に指
してい

定され、愛
あい

称
しょう

を「いのっち」と命
めいめい

名されました。平
へいせい

成24年
ねん

には
接
せつごうめん

合面に劣
れっか

化が見
み

られることから文
ぶんかちょう

化庁の補
ほじょ

助
事
じぎょう

業で修
しゅうり

理が行
おこな

われ、発
はっけん

見当
とうじ

時からの欠
けっそん

損部
ぶぶん

分
である右

みぎみみ

耳を復
ふくげん

元すると共
とも

に、解
かいたいご

体後に再
さい

接
せつごう

合を
検
けんとう

討したところ、左
ひだり

後
うしろあし

足が内
ないけい

傾することが判
はんめい

明
して、可

かのう

能な限
かぎ

り当
とうじ

時の姿
すがた

に復
ふくげん

元されています。
　現
げんざい

在は、常
じょうせつてん

設展で見
み

ることができます。
（成田　正彦）


